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▽
古
紙
対
策
部
会	

・
少
し
は
回
復
す
る
予
想
で

あ
っ
た
が
発
生
は
低
調
の
ま

ま
で
あ
っ
た
。
10
月
１
日
か

ら
の
生
活
用
品
の
値
上
げ
が

古
紙
発
生
に
も
影
響
し
た
と

思
わ
れ
る
。
天
気
も
悪
く
月

の
半
分
が
雨
と
い
う
悪
天
候

で
も
あ
っ
た
。
輸
出
価
格
も

変
動
が
な
く
、
市
況
に
も
変

化
は
な
い
。（
10
月
25
日
）

・
古
紙
３
品
目
発
生
量
／
前

年
同
期
比
で
新
聞
89
・
８
％
、

雑
誌
93
・
０
％
、
段
ボ
ー
ル

１
０
０
・
３

％
。

・
10
月
発
表

東
資
協
標
準

価
格　

新

聞
：
６
～
９

円
、
雑
誌
：

２
～
４
円
、

段
ボ
ー
ル
：

５
～
８
円
、

ア
ル
ミ
缶
バ

ラ
：
１
０
０

～
１
４
０
円

（
据
置
）

▽
古
紙
輸
出

部
会	

た
方
が
良
い
宛
先
が
あ
り
ま

し
た
ら
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

・
Ｈ
Ｐ
更
新
、
資
源
界
報
・

公
的
機
関
か
ら
の
各
種
通
知

を
掲
載
。

▽
活
動
予
定	

・
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
す
る
組
合
員

一
覧
を
順
次
更
新
、
企
業
デ

ー
タ
の
更
新
に
ご
協
力
頂
け

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

【
業
務
委
員
会
】		

▽
古
紙
対
策
部
会	

・
台
風
に
よ
る
長
雨
、
物
価

高
な
ど
の
影
響
か
ら
発
生
が

非
常
に
悪
い
。
そ
こ
に
シ
ル

バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
が
重
な
り
、

発
生
は
壊
滅
的
で
あ
っ
た
。

中
国
の
都
市
封
鎖
の
影
響
で

段
ボ
ー
ル
の
輸
出
価
格
は
大

幅
に
下
が
っ
た
。
段
ボ
ー
ル

を
少
し
下
げ
た
と
こ
ろ
も
見

受
け
ら
れ
た
が
、
概
ね
価
格

は
ス
ラ
イ
ド
だ
っ
た
。（
９

月
26
日
）

・
古
紙
３
品
目
発
生
量
／
前

年
同
期
比
で
新
聞
85
・
５
％
、

雑
誌
96
・
６
％
、
段
ボ
ー
ル

94
・
１
％
。

・
9
月
発
表
東
資
協
標
準
価

格　

新
聞
：
６
～
９
円
、
雑

誌
：
２
～
４
円
、
段
ボ
ー
ル
：

５
～
８
円
、ア
ル
ミ
缶
バ
ラ
：

１
０
０
～
１
４
０
円（
据
置
）

▽
古
紙
輸
出
部
会

・
10
月
輸
出
分
よ
り
、
山
發

日
本
株
式
会
社
が
入
札
に
復

帰
。	

・
ト
ー
チ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
で
実
施
。５
コ
ン
テ
ナ
。

▽
鉄
・
非
鉄
部
会	

・
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
／
「
国
内

高
・
輸
出
安
」
の
状
況
を
続

け
、
軟
調
な
相
場
展
開
。

・
銅
ス
ク
ラ
ッ
プ
／
小
幅
に

値
を
戻
す
動
き
。
強
気
要
因

が
見
当
た
ら
ず
、
市
中
は
慎

重
ム
ー
ド
。

・
ア
ル
ミ
ス
ク
ラ
ッ
プ
／
先

安
含
み
。
市
況
全
般
に
軟
調

感
が
広
が
っ
て
い
る
。

・
そ
の
他
／
ス
テ
ン
レ
ス　

韓
国
向
け
需
要
の
停
滞
を
要

因
に
上
値
の
重
い
状
況
。

【
青
年
部
】　　
　

▽
活
動
報
告	

・
第
６
回
定
例
会
を
９
月
16

日
（
金
）
に
リ
モ
ー
ト
で
実

施
。

【
そ
の
他
】	

▽
中
央
会	

・
10
月
12
日
（
水
）
令
和
４

年
度
東
京
都
中
小
企
業
団
体

中
央
会
表
彰
式
を
開
催
。
東

資
協
か
ら
は
林
直
樹
副
理
事

長
、鈴
木
勝
典
理
事
が
受
賞
。

【
村
瀬
会
計
理
事　

〆
の
挨

拶
】皆
さ
ん
疲
れ
様
で
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
本
部
会
場
に
こ

ん
な
に
大
勢
の
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
皆
さ

ん
が
直
に
会
う
と
い
う
事
が

や
は
り
一
番
大
切
と
い
う
事

が
分
か
り
ま
し
た
の
で
、
Ｗ

Ｅ
Ｂ
出
席
の
方
も
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
今
回
の
様
な
機
会

が
増
え
て
理
事
会
が
盛
り
上

が
れ
ば
良
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し

た
。
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六
本
木
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

「
仕
掛
け
」
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に

11
月
度
理
事
会
報
告

　

11
月
11
日
（
金
）
午
後
７

時
よ
り
東
資
協
会
議
室
と
リ

モ
ー
ト
に
よ
り
11
月
度
の
理

事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
武
田
理
事
長
挨
拶
】	

　

お
疲
れ
様
で
す
。
理
事
会

に
御
出
席
頂
き
ま
し
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
テ
レ

ビ
で
ご
覧
に
な
ら
れ
た
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
世
界

遺
産
で
あ
る
白
川
郷
に
お
い

て
恒
例
の
一
斉
放
水
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
伝
統
を

壊
さ
な
い
為
の
一
つ
の
「
仕

掛
け
」
と
し
て
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
我
々
東
資
協
も
来

年
、
第
51
回
日
資
連
全
国
大

会
と
い
う
「
仕
掛
け
」
を
成

功
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
受
け
た
以
上
は
成
功
さ

せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

【
土
井
青
年
部
長
よ
り
お
礼

【
総
務
委
員
会
】

の
言
葉
】	

　

皆
様
今
晩
は
。
先
日
は
お

忙
し
い
と
こ
ろ
、
沢
山
の
方

に
葬
儀
・
告
別
式
等
に
ご
参

列
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
東
資
協
の
副
理
事
長
を

務
め
さ
せ
て
頂
い
た
頃
か

ら
、
15
年
間
闘
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
今
回
は
手
の
付

け
ら
れ
な
い
大
き
さ
の
患
部

が
見
つ
か
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
し
か
し
本
人
も
覚
悟
を

【
村
瀬
会
計
理
事
〆
の
挨
拶
】

皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た
。
コ

ロ
ナ
第
8
波
が
到
来
し
再
び

流
行
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま

す
。
し
か
し
こ
う
や
っ
て
集

【
財
務
委
員
会
】　

【
第
51
回
日
資
連
全
国
大
会
東
京
大
会
実
行
委
員
会
】

▽
活
動
報
告	

・
11
月
1
日
（
火
）
に
全
国
大
会
予
算
に
関
す
る
臨
時
財

務
委
員
会
を
開
催
。	

【
広
報
委
員
会
】　

【
業
務
委
員
会
】　

▽
支
部
報
告	

・
５
支
部
か
ら
の
報
告
あ

り
。　

	

▽
令
和
5
年
賀
詞
交
歓
会
開

催
の
件	

・
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス　

２
月
４
日
（
土
）
で
予
約
中
。

組
合
員
、
顧
問
の
み
で
の
開

催
を
予
定
。	

▽
第
74
回
通
常
総
会
開
催
の

件	・
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス　

【
そ
の
他
】

【
青
年
部
】

▽
活
動
報
告	

・
第
７
回
定
例
会
を
11
月
４

日
（
金
）
に
実
施
。

▽
東
京
都
産
業
労
働
局
商
工

部　・
11
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た

団
体
情
報
連
絡
会
に
武
田
理

事
長
が
出
席
。

経
済
効
果
に
期
待

10
月
度
理
事
会
報
告
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

　

10
月
14
日
（
金
）
に
東
資

協
会
議
室
と
リ
モ
ー
ト
に
よ

り
10
月
度
の
理
事
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

【
武
田
理
事
長
挨
拶
】	

　

皆
さ
ん
こ
ん
ば
ん
は
。
お

疲
れ
の
所
理
事
会
に
御
出
席

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
各
地
で
お
祭
り
が
開
催

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
少
し

ず
つ
賑
や
か
に
な
っ
て
き
た

の
か
な
と
思
い
ま
す
。
全
国

【
総
務
委
員
会
】

▽
活
動
報
告

・
９
月
15
日
（
木
）
資
源
会

館
会
議
室
に
お
い
て
古
紙
再

生
促
進
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
た
。

・
令
和
５
年
度
国
家
予
算
要

望
の
為
自
民
党
本
部
を
10
月

６
日
（
木
）
に
訪
問
。
出
席

者
：
武
田
理
事
長
、
上
村
副

理
事
長
、
林
副
理
事
長
、
鰐

渕
専
務
理
事
、
土
井
青
年
部

長
。	

・
総
務
委
員
会
の
開
催
時
間

に
つ
い
て
、
開
催
時
間
を

18
：
30
に
変
更
。	

【
第
51
回
日
資
連
全
国
大
会

東
京
大
会
実
行
委
員
会
】	

▽
活
動
報
告	

・
９
月
29
日
（
木
）
第
２
回

実
行
委
員
会　

終
了

・
財
務
委
員
会
を
開
催
し
大

会
の
予
算
枠
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
を
決
定
。

・
懇
親
会
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
、
三
味
線
、
チ
ア

リ
ー
ダ
ー
、
そ
の
他
学
生
に

よ
る
講
演
等
を
検
討

【
財
務
委
員
会
】　

▽
報
告
事
項	

・
東
京
資
源
会
館
修
繕
の

件
、
本
部
事
務
所
5
階
の
照

明
設
備
を
交
換
。

▽
東
資
協
ガ
ソ
リ
ン
価
格	

・
東
資
協
カ
ー
ド
（
1
日
～

15
日
）ハ
イ
オ
ク
１
７
１
・
６

円
、レ
ギ
ュ
ラ
ー
１
６
０
・
６

円
、
軽
油
１
３
１
・
４
３
円
。

・
11
月
1
日　

全
国
大
会
予

算
に
関
す
る
臨
時
財
務
委
員

会
を
開
催
す
る
予
定
。	

【
広
報
委
員
会
】

▽
活
動
報
告	

・
資
源
界
報
の
送
付
先
リ
ス

ト
を
更
新
。
新
た
に
追
加
し

５
月
20
日
（
土
）
で
予
約

中
。	

▽
小
磯
顧
問
、
小
松
顧
問
と

の
親
睦
会
、
12
月
初
旬
で
日

程
調
整
中
。	

▽
ゑ
び
す
ビ
ル
排
煙
問
題
に

つ
い
て	

・
テ
ン
ポ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

旅
行
支
援
制
度
も
ス
タ
ー
ト

し
て
、
円
安
も
１
４
７
円
に

達
し
、
今
後
は
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
個
人
消
費
も
増
加
し
、

経
済
効
果
が
出
て
く
る
の
で

は
な
い
か
と
期
待
も
し
て
い

ま
す
が
、
先
行
き
に
つ
い
て

は
ま
だ
疑
問
も
あ
り
ま
す
。

今
回
も
審
議
事
項
が
あ
り
ま

す
の
で
、
忌
憚
の
な
い
意
見

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
活
動
予
定

・
第
８
回
定
例
会
を
11
月
25

日
（
金
）
に
実
施
予
定
。	

・
イ
ン
ボ
イ
ス
研
修
を
11
月

25
日
（
金
）
に
実
施
予
定
。

▽
東
資
協
ガ
ソ
リ
ン
価
格	

・
東
資
協
カ
ー
ド
（
1

日
～
15
日
）
ハ
イ
オ
ク

１
７
１
・
６
円			

レ
ギ
ュ
ラ

ー
１
６
０
・
６
円　

軽
油

１
３
１
・
４
３
円	

▽
バ
ッ
ク
カ
メ
ラ
販
売
に
関

し
て	

・
平
井
財
務
委
員
長
に
よ
る

記
事
を
資
源
界
報
に
掲
載
予

定
。	

▽
資
源
会
館
賃
貸
に
つ
い
て

・
株
式
会
社
野
中　

資
源
会

館
3
階
の
賃
貸
契
約
を
令
和

５
年
１
月
で
解
約
と
の
通

知
。

▽
活
動
予
定	

・
次
回
大
会
実
行
委
員
会
は
少
人
数
で
会
場
視
察
後
に
浅

草
近
辺
で
開
催
を
予
定
。

・
ト
ー
チ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
で
実
施
。
５
コ
ン
テ

ナ
。	

▽
鉄
・
非
鉄
部
会	

・
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
／
需
要
量

は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、

発
生
鈍
く
需
給
が
均
衡
し
て

い
る
。

・
銅
ス
ク
ラ
ッ
プ
／
依
然
と

し
て
方
向
感
に
乏
し
い
水

位
。

・
ア
ル
ミ
ス
ク
ラ
ッ
プ
／
底

堅
さ
を
維
持
し
つ
つ
、
全
体

的
に
強
含
み
で
予
測
。

・
そ
の
他
／
ス
テ
ン
レ
ス　

輸
出
値
の
高
止
ま
り
で
堅
調

感
維
持
。	

▽
活
動
予
定	

・
日
本
経
済
新
聞
社
と
の
情

報
交
換
会
を
11
月
22
日（
火
）

に
実
施
。	

・
ビ
ン
・
カ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
集
団
回
収
に
つ
い
て
回

収
状
況
に
つ
い
て
の
情
報
を

収
集
。

▽
活
動
報
告	

・
資
源
界
報
５
８
３
号
の
発

行
・
発
送
を
完
了	

▽
活
動
予
定	

・
資
源
界
報
５
８
４
号
の
編

集
、
12
月
下
旬
発
行
で
作
業

中
。

・
11
月
度
広
報
委
員
会
を
11

月
22
日（
火
）に
実
施
予
定
。

ま
る
こ
と
で
き
る
仲
間
が
い

る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
日
は
ウ
ェ
ブ
で

参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た

が
、
で
き
る
限
り
会
議
室
に

行
き
皆
様
の
顔
を
見
な
が
ら

理
事
会
を
続
け
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
結
束
力
も
上
が
っ

て
い
き
、
皆
様
の
普
段
の
仕

事
の
力
に
も
変
わ
っ
て
い
く

と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
武
田
理
事
長
を
支

え
る
為
に
、
で
き
る
だ
け
参

加
し
て
頂
い
て
、
盛
り
上
げ

て
行
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

決
め
て
、
最
後
の
1
カ
月
は

穏
や
か
に
過
ご
し
逝
き
ま
し

た
の
で
そ
れ
だ
け
皆
様
に
お

伝
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
生

前
は
本
当
に
皆
様
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
不
動
産
会
社
）
に
通
知
、

排
煙
設
備
の
穴
を
塞
ぐ
応
急

処
置
を
実
施
し
た
。
▽
市
況

通
信
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
件	

・
11
月
21
（
月
）
日
刊
市
況

通
信
社
に
よ
る
武
田
理
事
長

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
開
催
。
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古着受け入れます。

組
合
員
に
役
立
つ
厚
生
事
業
を

福
利
厚
生
部
会
長　

吉
浦 

亜
矢
子

福利厚生部会長挨拶
　

今
年
度
、
福
利
厚
生
部
会

長
に
再
任
さ
れ
た
東
多
摩
支

部
の
吉
浦
亜
矢
子
で
す
。
前

期
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

を
始
め
、
毎
年
皆
様
が
楽
し

み
に
し
て
お
ら
れ
た
事
業
が

開
催
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
は
未
だ
収
束
し
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
社
会
が
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
か
っ
て
い

く
中
で
、
本
年
度
は
部
会
で

検
討
を
重
ね
な
が
ら
、
少
し

ず
つ
で
も
事
業
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
公
式
で
は
な
く

有
志
と
い
う
形
で
す
が
、
リ

サ
イ
ク
ル
女
子
会
の
視
察
研

修
を
行
い
、
北
海
道
や
九
州

の
リ
サ
女
と
の
交
流
を
行
い

ま
し
た
。
感
染
状
況
を
見
極

め
な
が
ら
第
４
回
と
な
る
Ｔ

Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
リ
サ
イ
ク
ル
女
子

会
も
開
催
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
に
つ
い
て
は
、
ご
家
族
の

皆
様
に
安
心
し
て
ご
参
加
頂

け
る
状
況
か
ど
う
か
を
見
極

め
な
が
ら
検
討
を
進
め
ま

す
。

　

ま
た
、
厚
生
事
業
で
は
、

バ
ッ
ク
ア
イ
カ
メ
ラ
、
ト
ラ

ッ
ク
用
バ
ッ
ク
セ
ン
サ
ー
の

共
販
が
新
た
に
始
ま
り
ま
し

た
。
今
後
も
組
合
員
の
皆
様

に
お
役
立
て
頂
け
る
よ
う
な

厚
生
事
業
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
上

村
担
当
副
理
事
長
、
平
井
財

務
委
員
長
の
ご
指
導
の
元
、

精
一
杯
努
め
て
参
り
ま
す
の

微
力
な
が
ら
も
尽
力

古
紙
輸
出
部
会
長　

西
内 

敬
弘

古紙輸出部会長挨拶
　

皆
様
、
日
頃
よ
り
大
変
お

世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
古
紙
輸
出
部
会
長
を

担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
練
馬
支
部
の
西
内
で
す
。 

　

松
本
業
務
委
員
長
の
働
き

か
け
に
応
え
且
つ
少
し
で
も

業
務
委
員
会
の
助
け
に
な
れ

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

古
紙
市
況
に
お
い
て
は
今

後
も
年
間
を
通
じ
て
目
ま
ぐ

る
し
く
変
化
が
訪
れ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
皆
様
方

の
ご
意
見
も
し
っ
か
り
聴
収

し
て
、
業
務
委
員
会
の
意
義

あ
る
開
催
の
向
上
を
意
識
し

つ
つ
、
微
力
な
が
ら
も
尽
力

し
て
参
り
ま
す
。
若
輩
者
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
業
務
委
員
会
の

鉄
・
非
鉄
部
会
長
に
就
任
致

し
ま
し
た
中
野
支
部
の
平
松

で
す
。
弊
社
は
問
屋
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
古
紙
と
並
行

し
て
、
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
、
非

皆
様
に
役
立
つ
情
報
を
提
供

鉄
・
非
鉄
部
会
長　

平
松 

邦
彦

鉄・非鉄部会長挨拶

鉄
金
属
の
取
り
扱
い
業
務
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

東
資
協
で
は
古
紙
業
専
属

の
方
が
多
い
と
は
思
い
ま
す

が
、
少
し
で
も
皆
様
の
お
役

に
立
て
る
情
報
を
提
供
し
て

参
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
至
ら
ぬ
点
は
あ

第 51 回日資連全国大会
東京大会進捗状況

・開催日、開催場所決定
　令和５年６月 17 日 ( 土 )
　　浅草ビューホテル
・12 月 6 日（火）
　第 3 回実行委員会開催

で
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
ご
理
解
ご
協
力
を
頂
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
事
業
検
討
部
会

長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
練

馬
支
部
の
市
川
剛
士
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
右
も
左
も
わ
か

ら
ず
、
若
輩
者
の
私
に
は
身

に
余
る
大
役
で
緊
張
、
不
安

も
ご
ざ
い
ま
す
が

　

何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
近
年
、
驚
く
よ
う
な

ス
ピ
ー
ド
で
時
代
は
移
り
変

わ
り
、
そ
れ
は
資
源
を
扱
う

我
々
リ
サ
イ
ク
ル
業
界
に
も

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お

り
ま
す
。
古
紙
問
屋
目
線
で

の
話
に
な
り
ま
す
が
、
特
に

新
聞
古
紙
の
発
生
・
回
収
数

移
り
変
わ
る
時
代
の
課
題
と
カ
ギ

事
業
検
討
部
会
長　

市
川 

剛
士

事業検討部会長挨拶

る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
引
き

続
き
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

量
減
少
は
顕
著
で
、
資
源
が

減
る
中
、
い
か
に
安
定
的
、

継
続
的
に
利
益
確
保
出
来
る

の
か
が
、
大
き
な
課
題
で
あ

る
と
日
々
感
じ
て
お
り
ま

す
。
当
部
会
で
の
活
動
が
課

題
解
決
の
鍵
に
な
る
よ
う
、

様
々
な
情
報
に
ア
ン
テ
ナ
を

日
々
勉
強
で
良
い
情
報
を
提
供

集
団
回
収
部
会
長　

岩
窪 

宏
明

集団回収部会長挨拶
　

今
季
よ
り
集
団
回
収
部
会

長
を
努
め
ま
す
中
野
支
部
株

式
会
社
い
わ
い
の
岩
窪
宏
明

で
す
。
19
歳
か
ら
組
合
青
年

部
に
お
世
話
に
な
り
、
50
歳

で
卒
業
し
部
会
長
に
な
り
ま

し
た
。
青
年
部
在
籍
中
も
、

業
務
委
員
会
の
副
委
員
長
と

し
て
流
れ
を
見
て
い
た
の
で

部
会
長
に
な
っ
て
も
す
ん
な

り
と
出
来
て
お
り
ま
す
。

　

東
京
ル
ー
ル
1
の
行
政
回

収
が
始
ま
っ
た
頃
か
ら
集
団

回
収
が
縮
小
し
て
い
る
所
が

多
く
集
団
回
収
メ
イ
ン
の
所

の
方
が
少
な
く
な
っ
て
お
り

ま
す
。
各
区
の
事
情
も
あ
り

ま
す
の
で
、
劇
的
に
何
が
変

わ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
中
野
区
は
全
域
集
団
回

収
化
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

部
会
長
と
し
て
良
い
情
報
を

提
供
出
来
る
よ
う
に
日
々
勉

強
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

東資協
令和5年１月、２月の行事予定
１月１３日 (金 ) 理事会

２３日 (火 ) 広報委員会業務委員会
２７日 (金 ) 青年部会

２月　１日 (木 ) 総務委員会
　４日 (土 ) 賀詞交歓会
１０日 (金 ) 理事会
２４日 (金 ) 青年部会

２８日 (火 ) 広報委員会業務委員会

張
り
、
少
し
で
も
当
組
合
の

皆
様
に
有
益
な
情
報
発
信
・

提
案
が
で
き
る
よ
う
に
精
進

し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。
何
卒
、
ご
理
解
と
ご
協

力
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
東
資
協
賀
詞
交
歓
会

１
．
開
催
日
時

　
　

令
和
５
年
２
月
４
日
（
土
）　

午
後
５
時
開
会

２
．
会
場　

東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
２
階
「
天
空
」

　
　

Ｊ
Ｒ
中
央
線「
御
茶
ノ
水
」駅
聖
橋
出
口
よ
り
徒
歩
５
分

　
　
　

※
組
合
員
と
顧
問
の
み
で
開
催
予
定
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報
連
絡
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
議
は
リ
モ
ー
ト
で
開

催
さ
れ
、
当
日
は
都
内
15
組

合
が
参
加
、
東
資
協
か
ら
は

武
田
理
事
長
、
他
が
出
席
い

た
し
ま
し
た
。

　

連
絡
会
で
は
講
師
で
あ
る

東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社

の
大
東
威
司
（
お
お
ひ
が
し

た
か
し
）
氏
が
、
ゼ
ロ
エ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
た

取
組
に
つ
い
て
～
脱
炭
素
化

の
推
進
に
よ
る
持
続
的
成
長

を
見
据
え
て
～
を
テ
ー
マ
と

し
た
「
持
続
的
成
長
の
た
め

に
中
小
企
業
に
求
め
ら
れ
る

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
取

組
」
と
題
し
た
講
演
を
行
い

ま
し
た
。
講
演
で
は
主
に
4

点
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

第
一
に
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
ゼ

ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
「
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
実

質
排
出
ゼ
ロ
の
状
態
で
経
済

合
理
性
が
成
立
し
て
い
る
状

態
」
だ
そ
う
で
す
。　

　

第
二
に
中
小
企
業
が
取
り

組
む
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
①

コ
ス
ト
削
減
②
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
（
強
靭
性
）
の
強
化
③
市

場
に
お
け
る
差
別
化
（
ア
ピ

ー
ル
ポ
イ
ン
ト
）
等
が
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

第
三
に
具
体
的
な
取
組
手

法
と
し
て
は
、
ま
ず
①
情
報

収
集
と
課
題
整
理
、
対
策
検

討　

②
省
エ
ネ
対
策　

③
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

と
進
め
て
い
く
の
が
良
い
と

の
事
で
す
。

　

第
四
に
中
小
企
業
等
に
お

　

令
和
4
年
11
月
8
日

（
火
）、
東
京
都
産
業
労
働
局
商
工
部
経
営
支
援
課
の
主
宰

に
よ
り
令
和
4
年
度
団
体
情

け
る
先
行
取
組
事
例
と
し
て

株
式
会
社
大
川
印
刷
を
始
め

と
し
た
各
社
の
事
例
に
つ
い

て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　〈
出
席
者
に
よ
る
感
想
〉

　

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
或

い
は
関
連
す
る
脱
炭
素
経

営
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
曖
昧

で
あ
っ
た
意
味
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
国

際
社
会
、
政
府
の
求
め
る
環

境
基
準
が
次
々
に
引
き
上
げ

ら
れ
て
お
り
、
中
小
企
業
に

つ
い
て
も
今
後
さ
ら
に
求
め

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
テ
ー
マ
に
講
演

団
体
情
報
連
絡
会
が
開
催

令和 5年度国家予算等に対する要望書

１．エッセンシャルワーカーとしての資源回収業者に対する支援、育成について

　感染症予防対策、熱中症予防対策、燃料・人件費等高騰対策、車両備品の環境対応に対する支援が必要である。

　資源回収業務は、「生活の維持に不可欠なエッセンシャルワーク」であり、コロナ禍の緊急事態においても、流通の停滞や市況の低迷といった
情勢の中、日々休むことなく罹患の危機と向かい合いながら回収業務を続けてまいりました。さらには、近年相次ぐ気候変動による猛暑や風水害
の中にあっても、世界情勢不安による燃料資材価格の高騰、人件費の高騰と運転免許区分による中型車が運転可能な人員の不足、環境負荷の低減
を求められながらも部品調達難による車両入手が困難な状況など、急激な社会情勢の変化にあっても、年度当初の契約の中で各組合員経営努力を
しながら雇用を確保し、必要な車両設備を揃え、業務に当たっております。このような責任と負担の増加は、回収業者の経営の不安定化を招き、
ひいては転廃業を余儀なくされるものも増えて行くほど危機的な状況となっております。
　エッセンシャルワーカーである資源回収業者が安心して業務を維持継続できるよう、ワクチンの優先接種やマスク・消毒液等の提供などの感染
症予防対策、空調服やスポットクーラーなどの熱中症予防対策、燃料資材・人件費等の高騰に対する対策、免許区分の限定解除等の費用の支援、
車両備品の環境対応や購入支援など、あらゆる側面で国として回収業者支援をお願い致します。

２．集団回収を始めとする資源リサイクルシステムに対する支援の拡充について

　安定的な資源リサイクルシステムの確立と集団回収業者に対する支援拡充の必要がある。

　 都内各地域で実施されている集団回収事業は、地域住民のコ
ミュニティ確保の場であるとともに、資源リサイクルを通し
た持続可能な開発目標（SDGs）の最初の入り口です。その
集団回収事業は、資源物の売払いと自治体からの助成金によ
って運営されています。古紙、古布、金属類、びん・カレッ
トなどの資源物の循環は、全世界に亘る国際的な流通により
成り立っていますが、コロナ禍によるパンデミックやロシア
によるウクライナ侵攻といった国際的な政情不安により、国
内外の資源物の市況は乱高下を繰り返したり、需給バランス
が崩れやすい状態であり、この先も出口が見えず不安定感を
増す状況となっております。また、古紙や金属スクラップに
関しては、相場の高騰により持ち去り問題や盗難被害が相次
ぎ、古布に関しては、主要な輸出先が限られる上、輸入国の
政策や経済状況により低価格のまま推移している状況です。　

　 当組合は、令和元年後半からの古紙価格の暴落を受け、令和
２年１月に「集団回収事業非常事態宣言」を発令し、多くの
区市町村に対し、集団回収事業における業者助成金制度の新
設及び増額をお願いしましたが、未だに実現に至らない自治

体もあり、回収業者の地域格差が拡がっている状況です。現在古紙価格は回復に向かっているとは言え、日経古紙相場は未だ非常事態宣言時と変
わらない状況にある上、古紙の発生減による売り上げの減少、コロナ禍による集団回収の形態の変化（ステーション回収や戸別収集化）による回
収業者の負担増など、回収業者を取り巻く状況は決していい状況ではありません。持続可能な資源循環型社会の形成、維持を目指し、今後も起こ
りうる緊急事態による国際市況の変化に対応し、国際的な資源相場に左右されない安定した資源リサイクルシステムを確保するために、集団回収
事業を始め、資源回収に対する助成や支援を含めた政策の検討を要望致します。

３．東京都資源回収事業協同組合の活用について

　国の公共施設等における資源回収業務に当組合を活用されたい。

　当組合は都内全域 200 弱の資源回収業者で組織する事業協同組合であり、都内全域で各自治体や地域住民と共に資源回収システムを構築・運
用しているところであり、東京都産業労働局より「recycle&TOKYO」のロゴの使用許諾を頂いている唯一の団体であります。
　日本の資源回収は、分別回収を基本としたリサイクルシステムであり、排出者・回収業者それぞれが経済的合理性や利便性にとらわれず、互い
に協力し合い成り立っております。江戸時代から続くリサイクルの心を具現化したものであり、昨年開催された 2020TOKYOオリンピック・パ
ラリンピック競技大会の各開催施設においても、分別回収に対する国の姿勢を示すべく、資源回収事業に参加させて頂きました。
　今や世界基準となっている「持続可能な開発目標（SDGs）」の「つくる責任つかう責任」に対する国の姿勢と取り組みはさらに重要なものと
なります。
　当組合が実務だけでなく窓口業務も担いますので、是非ともご活用ください。

　

10
月
6
日
（
木
）
に
自
民

党
本
部
に
て
令
和
５
年
度
国
家
予
算
・
税
制
改
革
等
要
望

聴
取
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
に
対
す
る
支
援
の
強
化
、

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

の
維
持
に
対
す
る
支
援
の
拡

充
、
公
共
施
設
等
の
資
源
回

収
業
務
に
お
け
る
東
資
協
の

活
用
に
つ
い
て
の
要
望
を
提

出
い
た
し
ま
し
た
。

国
家
予
算
・
税
制
改
革
に
対
す
る
要
望
書
提
出

令
和
５
年
度
国
家
予
算
・
税
制
改
革
等
要
望
聴
取
会

ら
れ
る
水
準
が
高
く
な
っ
て

い
く
で
あ
ろ
う
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
説
明
に
よ
る
と
環

境
対
策
は
こ
れ
ま
で
Ｃ
Ｓ
Ｒ

（
企
業
に
よ
る
社
会
責
任
）

活
動
と
し
て
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
今
後
は
経
営
上
の

課
題
と
し
て
組
み
込
ん
で
行

く
時
代
に
な
る
と
の
事
で

す
。
大
き
な
負
担
に
は
な
る

と
思
い
ま
す
が
避
け
ら
れ
な

い
以
上
、
改
革
・
成
長
の
チ

ャ
ン
ス
と
積
極
的
に
捉
え
て

行
動
し
て
い
く
事
が
重
要
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
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ま
し
た
の
で
、
私
の
よ
う
な

未
熟
な
者
が
こ
の
よ
う
な
栄

え
あ
る
表
彰
を
受
け
る
な
ど

全
く
意
外
な
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
度
は
、
組
合
功
労
者

表
彰
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が

た
く
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

正
直
な
と
こ
ろ
、
日
々
、

多
く
の
諸
先
輩
方
が
精
力
的

に
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
姿
を

拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
く
中

で
、
自
分
が
い
つ
ま
で
も
一

若
手
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り

吉
浦
髙
志
氏
が
功
労
者
表
彰
受
賞

古
紙
持
ち
去
り
問
題
の
解
決
に
取
り
組
む

　

こ
の
た
び
、
東
リ
協
の
推

薦
に
よ
り
吉
浦
髙
志
氏
が
令

和
4
年
度
東
京
都
功
労
者
表

彰
（
環
境
功
労
）
を
受
賞
し
、

さ
る
10
月
3
日
（
月
）
東
京

都
庁
に
て
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

吉
浦
氏
は
東
資
協
の
理
事

長
を
平
成
24
年
か
ら
平
成
28

年
に
か
け
て
務
め
、
古
紙
持

ち
去
り
根
絶
対
策
車
両
識
別

ス
テ
ッ
カ
ー
制
度
の
導
入
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
活
用
に
よ
る
追
跡

調
査
等
を
実
施
、
古
紙
持
ち

去
り
問
題
の
解
決
に
精
力
的

に
取
り
組
み
、
業
界
の
地
位

向
上
及
び
日
本
の
資
源
循
環

型
社
会
構
築
に
大
き
な
貢
献

を
果
た
し
ま
し
た
。
現
在
は

林
副
理
事
長
・
鈴
木
理
事
が
会
長
表
彰

東
京
都
中
小
企
業
団
体
中
央
会
令
和
四
年
度
表
彰
式

　

去
る
令
和
四
年
十
月
十
二

日
に
銀
座
ブ
ロ
ッ
サ
ム
に
て

東
京
都
中
小
企
業
団
体
中
央

会
が
主
催
す
る
令
和
四
年
度

表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
、
当

組
合
か
ら
林
直
樹
副
理
事
長

（
中
野
支
部
）
と
鈴
木
勝
典

理
事
（
品
川
支
部
）
の
両
名

が
、
多
年
に
わ
た
る
団
体
の

け
る
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
策
の

目
玉
で
あ
っ
た
大
井
ス
ト
ッ

ク
ヤ
ー
ド
運
営
委
託
事
業
だ

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
当
時
、
岩
窪
様
、
現

理
事
長
の
武
田
様
に
は
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

途
中
参
加
で
あ
り
な
が
ら

も
、
共
同
事
業
の
在
り
方
や

意
義
を
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ

く
貴
重
な
日
々
で
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
経
験
は
、
組
合
の
設

立
や
会
社
を
運
営
し
て
い
く

う
え
で
大
い
に
活
き
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

今
日
の
私
が
あ
る
の
は
、今

ま
で
私
と
関
わ
っ
て
く
だ
さ

っ
た
皆
様
の
お
か
げ
で
あ
る

と
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
受
賞
を
励
み
に
、

生
涯
現
役
を
目
指
し
て
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

受
彰
者
コ
メ
ン
ト

理
事
　
鈴
木
勝
典
（
品
川
支
部
）

運
営
と
向
上
発
展
に
寄
与
す

る
功
績
を
認
め
ら
れ
組
合
功

労
者
と
し
て
東
京
都
中
小
企

業
団
体
中
央
会
会
長
表
彰
を

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

林
副
理
事
長
、鈴
木
理
事
、

ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

相
談
役
・
理
事
と
し
て
引
き

続
き
組
合
活
動
に
ご
助
力
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

と
は
言
え
、私
が
東
資
協
に

入
っ
た
当
時
に
執
行
部
の
第

一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
た
諸

先
輩
方
も
現
在
は
少
な
く
な

り
、幼
い
こ
ろ
か
ら
元
気
を
い

た
だ
き
続
け
た
ア
ン
ト
ニ
オ

猪
木
さ
ん
も
荼
毘
に
臥
せ
ら

れ
、当
時
は
真
っ
黒
だ
っ
た
私

の
頭
髪
も
今
と
な
れ
ば
真
っ

白
。流
石
に
自
身
の
年
齢
を
実

受
彰
者
コ
メ
ン
ト

副
理
事
長
　
林
　
直
樹
（
中
野
支
部
）

　

こ
の
度
、
東
資
協
で
は
組

合
員
様
向
け
の
事
業
と
し

て
、
新
た
に
超
広
角
バ
ッ
ク

カ
メ
ラ
・
バ
ッ
ク
セ
ン
サ
ー

の
取
り
扱
い
を
開
始
い

た
し
ま
し
た
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
バ

ッ
ク
カ
メ
ラ
は
、
従

来
の
製
品
と
比
較
し

て
、
上
下
１
３
０°
左

右
１
７
０°
の
非
常
に
広
い

視
野
角
を
持
ち
、
赤
外
線
を

内
蔵
し
夜
間
や
暗
所
で
も
画

像
の
確
認
が
可
能
な
ど
の
特

徴
を
持
つ
高
性
能
な
製
品
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ご
興
味
を
持
た
れ
た
方
は

東
資
協
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

北
豊
島
支
部
の
豊
商
産
業

（
有
）
平
井
で
す
。

　

弊
社
は
、
導
入
５
年
目
の

２
ト
ン
車
平
ボ
と
、
10
年
以

上
経
っ
て
い
る
３
ト
ン
平
ボ

に
バ
ッ
ク
カ
メ
ラ
を
導
入
し

ま
し
た
。

　

駐
車
場
は
歩
道
に
面
し
て

い
て
、
バ
ッ
ク
で
出
庫
す
る

の
で
以
前
か
ら
歩
行
者
や
通

行
車
に
ヒ
ヤ
ッ
と
す
る
場
面

が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
度
に
バ
ッ
ク
カ
メ
ラ

を
着
け
た
い
と
思
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
東
資
協
か
ら
バ
ッ

ク
カ
メ
ラ
の
案
内
が
来
た
の

で
早
速
注
文
す
る
事
に
し
ま

し
た
。

　

こ
の
カ
メ
ラ
は
と
て
も
広

角
で
、
暗
く
な
っ
て
も
赤
外

線
の
性
能
が
良
く
視

認
性
が
と
て
も
良
い

で
す
。
平
ボ
の
ト
ラ

ッ
ク
に
は
初
め
て
取

り
付
け
ま
し
た
が
、

万
が
一
の
事
を
考
え

た
ら
、
ひ
と
安
心
し

ま
し
た
。
皆
さ
ん
も

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
導

入
を
お
薦
め
致
し
ま

す
。

超
広
角
バ
ッ
ク
カ
メ
ラ
の

取
扱
い
を
開
始

〔
厚
生
事
業
〕

感
し
つ
つ
、東
資
協
を
支
え
て

き
た
先
人
達
に
尊
敬
の
念
を

抱
か
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

現
在
の
東
資
協
執
行
部
の

仲
間
達
は
気
か
付
け
ば
自
分

よ
り
も
若
い
世
代
が
多
く
な

っ
て
来
ま
し
た
が
、
加
速
度

的
に
変
化
す
る
世
の
中
の
価

値
観
に
適
応
す
る
た
め
に
は

若
い
力
で
新
た
な
価
値
を
創

造
し
て
ゆ
く
こ
と
こ
そ
が
大

事
だ
と
考
え
ま
す
。

　

感
染
症
や
事
変
に
よ
り
世

界
が
未
曽
有
の
事
態
に
勅
命

す
る
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
環
境
に
怯
む
こ
と
な
く
、

危
機
を
乗
り
越
え
、
若
い
力

の
邪
魔
に
な
ら
な
い
程
度
に

闘
魂
を
注
入
し
な
が
ら
資
源

回
収
業
界
の
更
な
る
発
展
に

微
力
な
が
ら
も
尽
く
さ
せ
て

頂
く
こ
と
を
お
誓
い
し
て
、謝

辞
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
度
は
ま
こ
と
に
有
難

　

こ
の
度
は
、
会
長
表
彰
を
頂
戴
し
誠
に
光
栄
に
存
じ
ま

す
。

　

東
資
協
様
と
は
ウ
ッ
デ
ィ

ベ
ル
の
前
身
で
あ
る
鈴
木
商

店
か
ら
ご
縁
を
い
た
だ
き
、

そ
れ
か
ら
半
世
紀
以
上
に
わ

た
っ
て
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

長
い
歳
月
を
思
い
返
し
て

み
ま
す
と
、
私
に
と
っ
て
特

に
思
い
入
れ
の
あ
る
事
業

は
、
東
京
都
清
掃
事
業
に
お

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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皆
様
、
日
頃
よ
り
大
変
お

世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
青
年
部
研
修
担
当
副
部
長
で

練
馬
支
部
の
西
内
で
す
。 

　

東
資
協
青
年
部
は
11
月
25

日
（
金
）、
東
京
都
中
小
企

業
団
体
中
央
会
の

補
助
金
制
度
を
活

用
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
東
京
協
組
青

年
部
と
合
同
開
催

と
い
う
形
で
イ
ン

ボ
イ
ス
研
修
会
を

開
催
致
し
ま
し

た
。
講
師
に
木
村

会
計
事
務
所　

所

長　

木
村
吉
尚
先

生
を
お
招
き
し
、

イ
ン
ボ
イ
ス
研
修
会
を
開
催

青
年
部
研
修
担
当
副
部
長
　

西
内
　

敬
弘

東
資
協
組
合
員
19
名
、
東
京

協
組
青
年
部
員
10
名
、
総
勢

29
名（
リ
モ
ー
ト
参
加
含
む
）

の
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し

た
。
令
和
５
年
10
月
１
日
よ

り
こ
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が

施
行
す
る
に
あ
た
っ
て
先
駆

け
と
し
て
の
研
修
会
に
な
り

ま
し
た
が
、
現
行
の
領
収
書

の
在
り
方
か
ら
改
定
後
の
在

り
方
ま
で
隅
々
ま
で
詳
し
く

解
説
を
頂
き
、
制
度
の
導
入

に
向
け
て
し
っ
か
り
と
予
習

と
思
え
る
講
義
に
な
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
注
意

す
べ
き
点
が
多
々
あ
る
の
も

ま
た
大
変
で
す
が
、
今
か
ら

対
策
を
講
ず
れ
ば
対
応
も
ス

ム
ー
ズ
に
な
る
と
皆
様
手
応

え
を
感
じ
ら
れ
る
内
容
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

研
修
会
後
は
東
京
協
組
青

年
部
員
の
方
々
と
懇
親
会
を

開
き
、
約
４
年
振
り
の
親
睦

に
皆
様
充
実
し
た
時
間
を
深

め
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
ま

た
来
年
春
前
に
研
修
会
を
開

催
す
る
予
定
で
す
の
で
、
皆

様
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待

ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

研
修
会
の
設
営
に
あ
た
り
ご

尽
力
頂
い
た
理
事
並
び
に
青

年
部
の
皆
様
、
そ
し
て
事
務

局
の
方
々
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

11
月
19
日
（
土
）
16
時
か

ら
日
・
関
資
連
青
年
部
の
意

見
交
流
会
が
開
催
さ
れ
た
。

日
資
連
本
部
会
議
室
と
リ
モ

ー
ト
を
つ
な
ぎ
、
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

本
部
8
名
、リ
モ
ー
ト
5
名
、

合
計
13
名
の
参
加
が
あ
り
、

東
資
協
青
年
部
か
ら
は
3
名

が
出
席
し
た
。
開
催
地
部
長

挨
拶
の
後
、
日
・
関
資
連
青

年
部
の
部
長
よ
り
挨
拶
が
あ

っ
た
。
両
部
長
と
も
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
、
活
動
が
な
か

な
か
で
き
な
か
っ
た
が
、
少

し
ず
つ
で
も
活
動
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
語
っ

た
。
そ
の
後
協
議
事
項
と
し

て
、
関
資
連
青
年
部
大
会
に

つ
い
て
と
今
後
の
活
動
に
つ

い
て
話
し
合
っ
た
。
関
資
連

青
年
部
大
会
は
埼
玉
で
来
年

10
月
か
11
月
頃
の
開
催
を
目

指
し
て
準
備
し
て
い
く
こ
と

が
決
定
し
た
。
ま
た
、
今
後

の
活
動
に
つ
い
て
は
、
来
年

以
降
の
西
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
の
開
催
地
を
話
し
合
っ
た

他
、
今
ま
で
日
・
関
資
連
青

年
部
で
行
っ
て
き
た
よ
う
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
寄
付

な
ど
に
つ
い
て
参
加
者
か
ら

意
見
を
聞
い
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
子
ど
も

食
堂
へ
の
寄
付
、
リ
サ
イ
ク

ル
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
様
々
な

意
見
が
出
た
が
、
そ
の
場
で

は
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
各
県
に
持
ち

帰
り
、
再
度
1
月
の
意
見
交

流
会
に
て
検
討
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
各
県
か
ら
の
活
動

報
告
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
青
年
部
と
し
て
の
活
動

が
あ
ま
り
で
き
て
い
な
い
と

い
う
報
告
が
多
か
っ
た
が
、

見
学
会
や
勉
強
会
な
ど
動
き

始
め
た
情
報
も
あ
っ
た
。
ま

た
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
さ
れ

て
い
て
破
砕
機
で
割
れ
な
い

ビ
ン
が
あ
る
と
の
情
報
が
あ

日
・
関
資
連
青
年
部
の
意
見
交
流
会

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
の
開
催

り
、
日
・
関
資
連
青
年
部
で

し
か
聞
け
な
い
話
も
聞
く
こ

と
が
で
き
た
。
日
資
連
青
年

部
長
の
大
河
内
さ
ん
か
ら

は
、
以
前
の
よ
う
に
各
県
に

訪
問
し
て
の
移
動
意
見
交
流

会
な
ど
も
始
め
て
い
き
た
い

と
の
話
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
も
工
夫
し
て
こ
の

よ
う
な
意
見
交
換
の
機
会
を

作
っ
て
い
け
た
ら
良
い
と
感

じ
た
。（
N
）

日・関資連青年部の意見交流会が開催

講師の木村吉尚先生

古紙３品目他の標準売値

品目 標準売値 集団回収
標準仕切価格

新聞 ６～１０ ＊～０
雑誌 ２～５ ＊

段ボール ５～８ ＊～０
古繊維 ― ＊
びん ― ＊

アルミ缶（バラ） １００～１４０ ―
※助成金または逆有償が必要です

（※古紙三品目の標準売値は 2022 年 11 月 22 日時点での値です。）

12 月 9 日発表
（￥／㎏）



　
　

２０２２年（令和 4 年）１２月２７日 ( 火 )（ 6 ）第５８４号
◆
リ
サ
イ
ク
ル
川
柳
大
募
集

中
！
◆

　

リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
話

題
を
ネ
タ
に
し
た
、『
五
・
七
・

五
』の
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。

お
正
月
休
み
に
家
族
で
川
柳

を
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
採

用
さ
れ
た
方
に
は
東
資
協
オ

リ
ジ
ナ
ル
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を

差
し
上
げ
ま
す
。
ご
家
族
や

従
業
員
の
方
の
投
稿
も
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

募
集
期
間
：
随
時
（
採
用

さ
れ
た
場
合
、
概
ね
２
～
３

か
月
後
の
東
京
資
源
界
報
に

掲
載
さ
れ
ま
す
）

　

応
募
資
格
：
組
合
員
、
青

年
部
、
及
び
本
誌
を
ご
覧
頂

い
て
い
る
業
界
関
係
者
の
皆

様
　

応
募
方
法
：
Ｆ
Ａ
Ｘ
若
し

く
は
メ
ー
ル
で
東
資
協
事
務

局
に
投
稿
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
際
、
川
柳
、
詠
み
人
名
、

Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
の
送
付
先

（
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
）

を
明
記
し
て
下
さ
い
。

　

送 

り 

先
：
東
資
協
事
務

局　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
３
（
３
２

６
３
）
３
６
７
９　

メ
ー
ル　

info@
toushikyo.or.jp

皆
様
か
ら
の
写
真
や
作
文
を
募
集
し
て
い
ま
す
！
ま
た
お
子
様
の
冬
休
み
の
自

由
研
究
と
し
て
、
お
父
さ
ん

の
仕
事
に
つ
い
て
の
作
文
な

ど
、な
ん
で
も
大
丈
夫
で
す
。

　

皆
様
か
ら
の
投
稿
は
随
時

受
け
付
け
さ
せ
て
頂
き
、
紙

面
の
ス
ペ
ー
ス
を
見
な
が
ら

掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
掲

載
さ
せ
て
頂
い
た
方
に
は
東

資
協
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ

ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
の
送
付

先
（
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
）
を
明
記
の
上
、
東
資
協

事
務
局
に
メ
ー
ル
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
東
資
協
事
務
局

メ
ー
ル
（info@

toushikyo.
or.jp

）

　

本
年
、
十
月
二
十
日
に
私

の
父
で
あ
り
、
弊
社
先
代
社

長
の
土
井
信
男
が
七
十
四
歳

に
て
永
眠
致
し
ま
し
た
。

　

東
資
協
の
組
合
員
、
関
係

者
の
方
々
に
は
生
前
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

先
日
の
葬
儀
、
告
別
式
で
は

ご
多
忙
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

多
く
の
方
々
に
ご
会
葬
い
た

だ
き
ま
し
た
事
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

十
五
年
前
に
「
消
化
管
間

質
腫
瘍
」
通
称
、「
ジ
ス
ト
」

と
い
う
、
大
変
珍
し
い
癌
の

一
種
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

そ
の
後
も
肝
臓
癌
、
咽
頭

癌
、
膀
胱
癌
な
ど
様
々
な
癌

を
患
い
、
十
五
年
の
間
に
五

回
も
の
切
開
手
術
、
抗
が
ん

剤
治
療
、
放
射
線
治
療
、
ま

た
き
つ
い
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
に

耐
え
、
一
生
懸
命
生
き
て
お

り
ま
し
た
。

　

仕
事
で
は
五
十
年
に
わ
た

り
、
社
長
と
し
て
会
社
を
守

り
、
今
年
で
創
業
七
十
七
年

に
な
り
ま
す
。
創
業
者
で
あ

る
、
曽
祖
父
は
60
代
で
亡
く

な
り
、
後
を
継
い
だ
祖
父
は

45
歳
の
若
さ
で

亡
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

父
が
ま
だ
大
学

在
校
中
の
事
で

し
た
。
そ
ん
な

苦
境
の
中
、
社

員
一
同
助
け
合

い
な
が
ら
、
変

わ
り
ゆ
く
時
代

に
対
応
し
な
が

ら
、
山
あ
り
谷

あ
り
、
現
在
ま

で
守
り
抜
い
て

き
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
会
社
の
代
表
を
私

が
受
け
継
ぐ
事
は
と
て
も
光

栄
な
こ
と
で
、
身
が
引
き
締

ま
り
ま
す
。

　

生
前
、
父
は
多
趣
味
で
し

た
。
ま
ず
、
ジ
ャ
ズ
が
好
き

で
、
何
十
年
も
か
け
て
千
枚

以
上
の
レ
コ
ー
ド
を
収
集

し
、
そ
の
レ
コ
ー
ド
が
聴
け

る
、
こ
だ
わ
り
の
ジ
ャ
ズ
喫

茶
を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
で
は
ラ
グ
ビ

ー
が
好
き
で
、
日
本
で
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
が
行
わ
れ
た
時

は
地
方
ま
で
観
戦
に
出
か

け
、
次
の
年
に
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
も
行
き
ま
し
た
。

ま
た
、
十
代
の
こ
ろ
か
ら
神

輿
が
大
好
き
で
、
学
生
時
代

の
仲
間
で
、
神
輿
の
会
を
つ

く
り
、
下
町
の
祭
礼
は
欠
か

さ
ず
担
ぎ
ま
わ
っ
て
い
た
そ

う
で
す
。
他
に
も
趣
味
と
い

え
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
書
き
き
れ
な
い
の

で
、
や
め
て
お
き
ま
す
。
一

つ
言
え
る
の
は
興
味
を
持
っ

た
こ
と
に
対
し
て
、
と
こ
と

ん
突
き
止
め
る
性
格
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

～
感
謝
の
気
持
ち
を
大
切
に
～

亡
き
父
を
偲
ん
で

世
田
谷
・
渋
谷
支
部　

土
井　

宏
信

編
集
後
記

　

ち
ょ
う
ど
こ
の
記
事
を

作
成
し
た
日
は
サ
ッ
カ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
カ
タ
ー

ル
大
会
で
日
本
代
表
が
ス

ペ
イ
ン
代
表
を
撃
破
し
た

日
だ
。
興
奮
冷
め
や
ま
ぬ

ま
ま
会
社
へ
行
き
仕
事
を

終
え
、
ホ
ッ
ト
一
息
つ
い

て
い
る
所
だ
。
ま
さ
か
ス

ペ
イ
ン
に
ガ
チ
ン
コ
で

勝
っ
て
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
に
進
む
こ
と
が
で
き
る

な
ん
て
正
直
思
っ
て
い
な

か
っ
た
。
資
源
界
報
が
出

て
い
る
頃
に
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
楽
し
み
だ
！

（
三
苫
が
レ
ア
ル
に
移

籍
!!
）
な
ん
て
騒
が
れ
て

い
た
り
し
て
…
今
大
会
を

通
じ
て
日
本
の
底
力
、
諦

め
な
い
気
持
ち
！
と
い
う

の
を
改
め
て
感
じ
感
動
さ

せ
て
も
ら
っ
た
。
こ
れ
か

ら
も
仕
事
が
大
変
だ
っ
た

り
、
忙
し
く
て
心
が
折
れ

そ
う
な
と
き
は
あ
の
ゴ
ー

ル
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
を
見
て

元
気
を
も
ら
う
と
し
よ

う
。

　

皆
様
、
今
年
一
年
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
久
々
に
い
ろ
ん
な

方
と
対
面
す
る
こ
と
が
出

来
て
と
て
も
い
い
一
年
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
お
会

い
で
き
る
の
を
と
て
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
来

年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。（
Ｋ.

Ｏ
）

青
年
部
リ
レ
ー
コ
ラ
ム

　

性
格
と
い
え
ば
、
父
は
穏

や
か
な
性
格
で
、
人
が
喜
ぶ

こ
と
を
す
る
の
が
大
好
き
で

し
た
。
そ
し
て
、
感
謝
の
気

持
ち
を
大
切
に
す
る
人
で
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
私
た
ち
遺

族
が
、
そ
の
意
思
を
受
け
継

ぎ
、
感
謝
の
気
持
ち
を
大
切

に
し
、
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
に
お
返
し
で
き
る
よ

う
、努
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ま
た
、
支
え
て
頂
い
た
方
々

の
お
陰
で
、
地
元
の
町
会
長

や
睦
会
の
総
代
、
区
の
受
託

事
業
の
組
合
理
事
長
な
ど
、

地
域
に
大
い
に
関
わ
る
名
誉

あ
る
役
職
を
務
め
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
私
も
地
域
の
皆

リ
サ
イ
ク
ル
川
柳
コ
ー
ナ
ー

リ
サ
イ
ク
ル
の
お
仕
事
に
関

す
る
お
子
様
の
作
文
な
ど
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

回
収
作
業
中
に
段
ボ
ー
ル

の
上
で
寝
て
い
る
猫
の
写
真
、

季
節
感
を
感
じ
さ
せ
る
写
真
、

　

東
資
協
広
報
委
員
会
で

は
、
皆
様
か
ら
回
収
作
業
や

リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
ち
ょ

っ
と
ほ
っ
こ
り
す
る
よ
う
な

写
真
（
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
れ

ば
添
え
て
く
だ
さ
い
）
や
、

様
に
信
用
、
信
頼
さ
れ
る
会

社
を
目
指
し
、
弊
社
に
関
わ

る
全
て
の
方
々
、
社
員
、
社

員
の
ご
家
族
が
安
心
で
き
る

会
社
に
な
る
よ
う
、
精
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

未
熟
な
私
で
す
が
、
業
界
の

発
展
、
資
源
循
環
型
社
会
に

貢
献
出
来
る
よ
う
、
先
輩
方

を
お
手
本
に
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
今
後
も
変
わ

ら
ぬ
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を

頂
け
る
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。
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